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新型コロナウイルスのパン
デミック発生から̏年目をܴ
えても、いまだऩଋが見通せ
ずに、生命や݈߁をڴかすだ
けでなく、ੈքࡁܦもࠞཚす
るなど、さま͟まなࣾ会変化
が生じています。また、ީؾ
変動による問題がੈքに༩え
る影響も年ʑ大きくなってき
ています。このようなさま͟
まな問題にき合いながら、

本学は、よりྑいະདྷを見つめて࠷ળを尽くし問題ղܾに取り組んでまいります。
特にީؾ変動問題への取り組みとして、本学では、が͛ܝた温ࣨޮՌガスのഉ出を全

ମとしてθロにする「カーボンニュートラル」を2050年までにୡ成する目ඪにけて、
2021年に学のΤネルΪーڀݚに関わるݯࢿを集し、ඇ化石ΤネルΪーとそのར༻γス
ςϜのֵ新的なڀݚ開発を行うθロカーボンΤネルΪーڀݚ所をઃ立しました。࢈学、地
Ҭ、さらに国ػڀݚࡍ関と࿈携し、持ଓՄなΤネルΪーγスςϜの֬立にけた՝題のந
出、ղܾのためのオープンイϊベーγϣンによるグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンڀݚ
開発を目指します。

さらに、本学は、2018年̏月に文部科学大ਉから指ఆ国立大学法人の指ఆをडけ、科学
ٕज़の࠷前ઢの開のための重点の一つである「౷合ΤネルΪー科学」のڧ化のため、
2019年にl*nGo4yEnergy（インϑΥγナジー）ڭ�ڀݚҭコンιーγアϜzをઃ立しました。
lビッグデーλ科学zをさま͟まなڀݚにੵۃ的に活༻し、ا業との総合的なΤネルΪーڞಉ
ҭプログラϜおڭ点をもつ特的なࢹの၆ᛌ的ܥするとともに、人文ɾࣾ会科学ࢪを実ڀݚ
よͼا業との࿈携によって、ੈ࣍を୲うΤネルΪー人ࡐをҭ成し、ڀݚとڭҭの一ମ的運
Ӧを行うことを目的としており、෯いࢹ点によるΤネルΪーに関わるڀݚɾڭҭをਪ進し
ています。

これらの取り組みを通じて、本学が͛ܝる「すべての人ྨ、生命のଘにわる地球ن
の重要な՝題としてڧくೝࣝし、ະདྷੈとともに地球環境をڞ༗するため、持ଓ型ࣾ会の
生にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての命役ׂをՌたす」との環境理೦にͮجき、ࣾ会の問
題にԠじたڀݚɾڭҭの変ֵを౿まえて環境問題に取り組み、ڭڀݚҭػ関として学のࣾ
会ؐݩをੵۃ的にਪ進することにより命役ׂをՌたしてまいります。

本報告書をͥͻご一ಡき、本学の活動にҾきଓきご理ղとごྗڠをࣀりますようおئい
ਃし上͛ます。
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